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第４回 肱川橋周辺まちづくり検討委員会 説明資料 

目次 

 1．これまでの経緯 

 2．歩道舗装、道路附属物の検討 
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 【参考】 現在までの工事進捗状況 

  



§1. これまでの経緯 
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§1-1. 事業の目的・内容 
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肱川橋 

■ 事業の目的 
・現橋の耐震性能不足の解消 
・現橋の河積阻害を解消し、肱川の治水上の安全性の向上 
・歩道の拡幅による、歩行者・自転車の走行安全性の向上 

■ 事業内容 

・平成21年度～ 橋梁架替事業 

・平成23年度～ 大洲交差点改良事業・電線共同溝整備 

■ 構造諸元 

・橋  長：L=184m  

・縦断勾配：imax=5.0% 幅員：3.5+0.5+3.25×2車線+0.5+3.5=14.5m  
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■ 大洲市景観計画における「景観計画区域」に該当 

■ 同様に国道56号が「景観重要公共施設」に該当 

【肱川橋】 

【肱川景観保全区域】（要約） 

「大洲城や修景護岸の織り成す景観」や
「水と緑の調和した美しい景観」を適正に
保全していくため、周囲の緑の保全とそれ
に調和した景観を創出する区域 

【親しみのある都市景観創造区域】（要約） 

商店街を中心に、親しみやすく美しい都市
景観の創出に取り組む区域 

【大洲交差点改良部】 

各景観区域の方針に基づき、町並み景観等をより良い方向へ導くような先導
的整備に努める。 

大洲市景観計画「景観計画区域図」より 

国道56号 

肱川橋 

大洲交差点改良部 

§1-2. 事業地の概要 
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市民 
住民・関係団体 

   

肱川橋周辺まちづくり
検討委員会 
 １２名で構成 

事務局：国土交通省 地元意見の 
取りまとめ 

肱川橋 架替事業事業者 
国土交通省 

大洲河川国道事務所 

提言 

まちづくりと一体となった 

肱川橋 架替事業の実施 

■委員会における検討事項 

（１）架替え橋梁や現道拡幅部道路の景観、環境に関すること 

（２）橋梁、道路整備に関連したまちづくりに関すること 

（３）沿道地域の活性化に関すること 

（４）その他必要な事項 

情報提供 

意見聴取 

実施 

景観重要公共施設
としての調整 

肱川橋周辺まちづくり
推進協議会 

（窓口） 

大洲市 

§1-3. これまでの委員会検討内容 

■ 検討委員会の位置づけ 

 （市民合意形成体系図） 
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第１回（平成21年 9月 8日）           
・橋梁架替事業の必要性の確認 

・設計条件の確認   

・デザインコンセプトの設定 
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第２回（平成21年12月18日）            
・橋梁形式の選定  

・歩行者空間のデザイン検討 
 ～橋上空間のデザイン検討～ 

 ～街路空間のデザイン検討～ 
 

■ 主な検討内容 

第３回（平成23年 7月28日）            
・橋梁デザイン検討 
 ～桁下の見え方（添架管） 

 ～水位観測所デザイン 

・街路デザイン【参考】 
 

個別訪問（平成28年 1月）            
・橋上バルコニーの設置 

 

 

 
 

肱川橋周辺まちづくり検討委員会 



第４回 肱川橋周辺まちづくり検討委員会 説明資料 

8 

① デザイン方針 

大洲城 

・架替え橋は、修景護岸の高さを超えない控え目な形態とし、大洲城
や豊かな周辺の自然景観に融和したデザインとする。 

§1-4. 橋梁デザイン 

・橋上や大洲交差点改良部は、地域の歴史・
文化をより良い方向に導く先導的整備に努
め、使い易く美しい、将来を見据えたまち
づくりに貢献する。 

② デザインコンセプト 

風景   歴史と緑に囲まれた河畔を引き立てる控えめな橋   

橋上   どこからも安心して景色や雰囲気を楽しめる橋   

街路   地域の大動脈に相応しい風格と憩いのある道  

※「大洲市景観計画」より抜粋 

 「親しみのある都市景観創造区域」の町並みのイメージ 
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総合評価の結果、デザインコンセプトに最も合致し、経済性・構造性
に優れる「４径間－桁橋」を選定しました。 

２径間－斜張橋 ３径間－アーチ ４径間－トラス ４径間－桁橋 

模型写真 

 
 
  

大洲城 

③ 橋梁形式 

上部工は、左岸右岸の既存道路高さに合わせるため、桁高を低くおさ
えることが可能なプレビーム合成桁を採用しています。 
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④ 桁下の見え方（添架管） 

添架管については、桁内に収め（桁間に設置）、また目立ちにくい
色彩（グレー系）とすることで、通常の視点から気にならない存在
とします。 
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① 高欄・防護柵・バルコニー 

§1-5. 橋上空間のデザイン 

本橋の特徴である周辺の豊
かな自然環境を楽しめるよ
うな、開放感があり、地域
性を醸成させるオリジナル
デザインを採用しました。 

車両衝突時の取替え可
能性を踏まえて既製品
とし、歩道側からの外
観がシンプルな製品を
採用しました。 

■ 車両防護柵 ■ 高欄 

■ バルコニー 

橋上からの展望や景
観、利便性に配慮し
橋脚位置両側計6ヶ所
に設置。 

高欄・防護柵の塗装色については、周辺の自然景観への配慮を
行い、『景観に配慮した道路附属物等ガイドライン』に基づき
グレーベージュを選定しました。 
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・現況と同様に四阿（あずまや）を備えた建屋とし、
日除けを提供します。 

・大洲城や修景護岸に合わせ、瓦屋根とします。     
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§1-6. 水位観測所のデザイン 



§2. 歩道舗装、道路附属物の検討 
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§2-1.第4回委員会の審議事項 

歩道舗装 

親柱 

照明 

バス停 

肱川上流側からの橋梁外観遠望 

■ 歩道舗装 
■ 親  柱 
■ 照  明 
■ バ  ス  停 

照明 

橋上からの景観 
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アスファルト舗装（黒色） 

 

 

 

 

 

 

○一般的に使用されている 

 舗装であり個性を主張し 

 ないものの、景観に配慮 

 したとはいい難い。 

○メンテナンス時の新旧部 

 分の色合わせは比較的容 

 易に行える。 

 

脱色アスファルト 

 

 

 

 

 

 

○骨材の素材色が舗装表面 

 に現れ、表情豊かで親し 

 みやすい印象を与える。 

○車道舗装や道路照明、防 

 護柵類と調和し、落ち着 

   いた印象を与える。 

 

 

カラーアスファルト舗装 

 

 

 

 

 

 

○舗装色はベンガラ色の他 

 に顔料を替えることで、 

 色彩選択の自由度を有す 

 る。 

○単色の顔料を使用するが 

 ゆえに無機質な印象を与 

 える。 

 

・舗装厚を薄くでき、橋面防水性に優れる「アスファルト舗装」を基本とします。 

・色彩的に周囲と調和し、素材感にも優れる「第２案」を推奨します。 

第１案 第２案 第３案 推奨 

輝度比2.0以上 輝度比2.0以上 輝度比2.0以上 

§2-2. 歩道舗装 

■歩道舗装の検討 

コスト比 2.7 コスト比 2.5 コスト比 1.0 
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■歩道舗装の完成予想図 
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§2-3. 親 柱 

御影石使用 

 

 

 

 

 

 

○前回委員会案より１案抽 

 出。橋梁のサイドビュー 

 をモチーフとした案。 

○円弧によって収める形状 

 とし、太鼓橋となる橋梁  

 始終点を端的に表した。 

○白黒の御影石の組合せに 

 より、圧迫感を低減した。 

                    

青石使用 

 

 

 

 

 

 

○愛媛県内で多く産出され  

 る青石を用いて、地域性  

 を表現した案。 

○自然石を用いた親柱は他 

 に類を見ないが、橋梁空 

 間によく馴染む。 

○親柱に使用可能な大きさ 

 の県内青石の入手が困難。 

 

親柱は、地域性と歴史性をさりげなく表現した「第３案」を推奨します。 

第１案 第２案 

■親柱デザインの検討 

コスト比 3.3 コスト比 4.0 

レンガ使用 

 

 

 

 

 

 

○地域を代表する歴史的建 

 造物、おおず赤煉瓦館を 

 モチーフとした案である。 

○四代に渡る肱川橋の歴史 

 性を重んじ、初代・肱川 

 橋の橋脚で使用されてい  

 たレンガ及び石材を活用 

 する。 

 

第３案 推奨 

コスト比 1.0 
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初代肱川橋の橋脚で使用されていたレンガ及び石材 

■親柱の完成予想図 
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§2-4. 照明及びバス停 

■ 照明配置の検討 

照明は、橋梁・街路で統一感のある景観形成が図れる「新案」を推奨します。 

等間隔での配置 

 

 

 

 

 

〇等間隔に配置するととも 

 に、シンプルな構造の直 

 線柱にすることにより周 

 辺景観と調和を図った案。 

 構造性、維持管理性にも優れる。 

○大洲交差点改良部と照明配置、形状とも整 

 合が図られ道路空間上の景観に優れる。 

 

 

新案 推奨 

29.0ｍ 30.0ｍ 30.0ｍ 32.0ｍ 32.0ｍ 31.0ｍ 

灯具形状 

コスト比 1.1 

橋脚位置への配置 

 

 

 

 

 

○橋脚位置に限定して配置 

   することで橋梁部の外部 

 景観に配慮した案であっ 

 たが、バルコニーの設置 

 によりバルコニーからの展望阻害とならな 

 い位置への配置変更が必要となった。 

 

 

 

旧案 

48.5ｍ 48.5ｍ 43.5ｍ 43.5ｍ 

灯具形状 

コスト比 1.0 



20 

第４回 肱川橋周辺まちづくり検討委員会 説明資料 

■ 照明及びバス停の完成予想図 

形状は周辺景観に調和するシ
ンプルな構造の直線柱とし、
色彩は防護柵と同一色のグレ
ーベージュを推奨します。 

〇 バス停 〇 照明 

バス利用者に配慮した上
屋付きのバス停を整備予
定です。 
色彩は防護柵と同一色の
グレーベージュを推奨し
ます。 



§3. 全体のまとめ ～推奨案を反映した完成予想図～ 
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■ 橋梁外観（肱川上流から下流側を望む） 

至 

宇
和
島
市 

至 

松
山
市 

肱 川 

大洲城 
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■ 橋梁外観（肱川下流から上流側を望む） 

至 

宇
和
島
市 

至 

松
山
市 

肱 川 

冨士山 
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■ 橋梁外観 
（右岸下流側桁下から望む） 

■ 橋梁外観（桁下の拡大） 
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■ 橋上の景観 
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■ 親柱・水位観測所の景観 
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■ 大洲交差点改良部の景観 

 （肱川橋から大洲市役所側を望む） 



【参考】 現在までの工事進捗状況 
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■ 現在までの工事進捗状況（肱川橋） 
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現場見学会（平成28年8月） 

迂回路仮橋着手（平成27年8月） 

至 

松
山
市 

至 

宇
和
島
市 

肱川 

工事着手前 

至 宇和島
市 

至 松山市 

迂回路仮橋へ切替（平成28年10月） 

肱川橋感謝イベント（平成28年10月30日） 
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■ 現在までの工事進捗状況（肱川橋） 

現場見学会（平成29年3月） 

既設橋梁上部撤去開始（平成29年1月） 

既設橋梁下部工撤去開始（平成29年2月） 

至 

宇
和
島
市 

至 

松
山
市 

肱川 

現在の工事状況（平成29年11月現在） 
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■ 現在までの工事進捗状況（大洲交差点改良部） 

至 宇和島市 

工事着手前 

至 宇和島市 

暫定歩道完成（平成29年8月）※平成29年2月工事着手 

大洲地区通学路合同点検（平成28年6月17日） 

至 宇和島 

至 松山 

点検エリア 

大洲市立大洲南中学校 

大洲市立大洲小学校 

愛媛県立大洲高等学校 

通学路合同点検状況 

点検後の意見交換 


